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会議録 

 

会 議 名 
令和元年度 第２回青少年相談センター運営協議会・不登校対策
検討委員会の開催結果について 

事 務 局 青少年相談センター 電話０４２（７６９）８２８５ 

開催日時 令和元年１０月４日（金）午前１０時００分～１２時００分 

開催場所 青少年相談センター 会議研修室 

出 

席 

者 

会 長 １人（学校教育部長） 

委 員 １３人（別紙のとおり） 

事務局 ７人（所長、その他６人） 

公開の可否  ■可  □不可  □一部不可  傍聴者数 ０人 

公開不可・一部 
不可の場合は、 
その理由 

 

会議次第 

 
１ 会長あいさつ 
 
 
２ 議  事 
 
（１）不登校対策について 
  ①今年度前期の取組について 
  ②不登校対策プロジェクト会議の進捗状況について 
  ③今後の進捗について 
 
（２）情報交換 
  各機関等からの情報提供 
 
３ そ の 他 
 
 
４ 閉  会 
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審 議 経 過 
１ 開会あいさつ 
 
２ 議  事     
（１） 不登校対策について（青少年相談センター説明） 

主な意見・質疑応答 
・不登校対策等推進事業における指標として、子どもの表情や話し方などの改善の変

化を検討してはどうか。また、子どもの負担にならない範囲で、支援者間で統一的な視

点を持ち、取り組みに対する結果を評価していく必要がある。 
・校内通級型通級指導教室と校内登校支援教室という名称を、子どもに分かりやすく、

受け入れられやすいものにすると良い。また、活動内容や設置場所も子どもの通いやす

さに重点を置いて検討する必要がある。 
・保護者が、休みたい子どもを無理に登校させるケースもあり、遅刻することも考えら

れる。このため、早期相談シートを作成する対象に、遅刻を含める必要がある。 
・地域との連携において、年齢の近い者が不登校の子どもの支援を行うと効果が出るこ

とがある。特に中学生は、年齢が近くないと話ができないことが多いようである。 
・不登校でない子どもが、不登校の要因などを具体的に思い描ける機会を設けることも、

不登校支援の一つである。 
・相談指導教室に午後の時間を開設する 2部制を進めることで、相談指導教室へ通室す
るまでの手続きを簡素化することができるようになれば良い。 
・各取り組みをいかすためにも、子ども達が自然に学校へ通えるよう、不登校の子ども

の声を充分に聞く必要がある。 
   ・不登校対策が、学校に行けない子ども達が自分を責めて負担を感じないように、通級

指導教室などの活動内容や相談の進め方を検討してもらいたい。また、フリースクール

につながる子ども達が、通い続けることができるよう、費用の問題を考えることも必要

である。 
⇒ご意見を参考にし、今後の不登校対策プロジェクト会議で、各取り組みの詳細を検討

していく。フリースクールとの連携については、今後の国の動向を踏まえながら、充実

させていきたい。 
 
（２） 情報交換 

・声かけを通して子どもとの距離を縮める活動を行っているので、声かけや関わり方の

具体的な方法を学べる機会があると良い。（民生委員児童委員協議会） 
・不登校の相談は少ないが、不登校でゲーム依存の傾向があり、金銭トラブルにつなが

るケースや家庭内暴力を伴う相談について、青少年相談センターと連携している。（神奈

川県警察 少年相談・保護センター） 
 
３ そ の 他 

 
４ 閉会 
 

以 上  
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役職名 氏　　　名 職名／団体名 出欠

会　長 細川　恵
相模原市教育委員会
学校教育部長

出席

副会長 江藤　博之 相模原市保護司会協議会会長 欠席

原　　裕子
相模原市民生委員児童委員

協議会会長
出席

渡邊　誠 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会 出席

中村　鳴美 フリースクール鈴蘭学園代表 出席

藤井　智 さがみはら若者サポートステーション 出席

田原　ともえ
神奈川県警察　少年相談・保護センター

相模原・県央方面事務所
代理出席

髙良　麻子 東京学芸大学教授 出席

伊原　伸一郎
相模原地区高等学校校長会代表

県立弥栄高等学校長
欠席

鈴木　由巳
市立小学校校長会代表
相武台小学校長

出席

山口　則夫
市立中学校校長会代表
共和中学校長

出席

佐々木　純司 相模原市こども・若者支援課長 欠席

秋本　伸幸
相模原市中央子育て
支援センター所長

出席

中嶋　成享
相模原市立陽光園

発達障害支援センター所長
出席

細谷　洋一 相模原市児童相談所所長 出席

篠原　真
相模原市教育委員会
学校教育課長

出席

※注　小学校校長会代表・中学校校長会代表は、会長ではなく校長会内での担当者

（任期　令和元年7月1日～令和2年6月30日）　

相模原市立青少年相談センター運営協議会委員・不登校検討委員会名簿

 


